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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はう三面図を解釈し害それに矛盾しない立体モデルを自動復元する手法，いわゆる三面図

を用いたモデリングについて研究したものである。すなわちラ三面図から多面体の自動復元を効率

よく行うための新しい方法を提案しヨそのアルゴリズムの評価を行い，さらにラ曲線形状を含む物

体へ拡張する手法を提案している。またラ三面図の特徴を用いた図面入力機能、形状モデリングを

実行するためのマンマシンインターフェース機能など害形状モデラーを実用化する手法について述

べている。

　本論文は6章から構成されている。第！章は序論であり，形状モデリングにおける三面図解釈問

題の位置づけを行いラ本研究の目的と意義を述べている。

　第2章ではヲ三面図の対話的入カおよび図面データの認識について述べている。面図問の幾何学

的な制約条件を利用することにより雪図面に誤りや矛盾が入り込まないようにしている。

　第3章は本研究の主要部分で，図面を解釈し，立体モデルを復元する方法にっいて述べている。

解釈は，各候補面の真偽を逐次判定してゆくことによって進行する。また官（五）解釈処理の迅速さ害

およびラ（2）多義解釈問題について注目し，ヒューリスティクスによる解決方法を提案している。特

に後者についてはラ人にとってより自然に見えると思われるような解釈が他の解より先に得られる

ような知識を導入している。

　第4章では骨解釈アルゴリズムを拡張しヨ曲線形状を含む板金物体の復元もできるようにしてい
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る。図面に現れる薄板の特徴の利用ラおよび曲線部分を優先的に処理することにより，処理の効率

を向上させている。

第5章では言図面の無矛盾性のチェックと対話的修正を行う機能，および復元立体をグラフィッ

クス表示し雪視点移動による動的チェック機能を行うサブシステムについて述べている。

第6章は結論である。

審　　査　　の　　要　　旨

　三面図を解釈しヨ立体形状モデリングにまで至るという研究テーマにおいてラ必要とされる課題

を，三面図の対話的入力と修正，立体形状モデルの生成，マンマシンインターフェース機能に分類

し、それぞれにおいて新しい手法を提案しヨ最終的にシステムとして実現した点が評価できる。さ

らに実用に近づけるにはラ諸手法の改良と詳細な評価ヨ復元対象物体の多様化，実図面への拡張な

どが今後の課題であるがラ新しい手法の提案に加え，ヒューリスティクスを導入した点ラおよび対

話機能を充実した点が高く評価できる。

　よって冒著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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